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1.近年，日本語研究の世界でも使用され
るようになってきた「打ちことば」と
いう用語（田中ゆかり2014など）の再検討

2. Twitterに投稿される日本語文章の性格
（岡田祥平・西川由樹2016に基づく）



１．「打ちことば」・再考



 2018年3月2日 文化審議会国語分科会

◇「打ち言葉」でのやり取りが広がる
なお，電子メールやＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキン

グ・サービス Social Networking Service：日々の記録やメッセー
ジの交換などを通じて，友人・知人や，趣味や生活環境などに共
通点を持つ人たちと，インターネット上で社会的なつながりを持

つことを目的としたサービス）などのテキストのやり取りは，
文字に表すという点では書き言葉に入る。



 2018年3月2日 文化審議会国語分科会

しかし，互いのやり取りが比較的短い時間で行われ，
一回のやり取りで交わされる情報量も少ない媒体にお
いては，話し言葉に近いものも多く用いられる。こう
した，話し言葉の要素を多く含む新しい書き言葉を，
本報告では「打ち言葉」と呼ぶ。



 2018年3月2日 文化審議会国語分科会

｢打ち言葉」は，主にインターネットを介しキーを打つ
などして伝え合う，かつてはなかった新しいコミュニ
ケーションの形である。しかし，これらのやり取り
も，互いに理解を深めていくための受け止め合いであ
ることに変わりはない。



ここでいう「打ちことば」とは，PCメイル・携帯メ
イル・ミニブログ・SNS（Social Networking Service）のよ
うなインターネットを介したコミュニケーションにお
いて，キーボードなどを「打つ」ことによって視覚化
されたことばのことを指す。「打ち言葉」は，非同
期・非対面というメディア特性をもち，親密コードに
おいては，自己装い性や装飾性の高い要素が多く現れ
るという特徴をもつ。また，「話すように打つ」メ
ディアとも評され…（後略）



SNSでのやり取りに代表される，イン
ターネット上における文字（テキスト）で
のコミュニケーションで使用される言語

キーボードなどを「打つ」ことによって
視覚化される。

「書き言葉」であるが，「話し言葉」に
近い。



①SNS上における文字でのコミュニケー
ションを一括して扱ってもよいものか

②そもそも，SNS上における文字でのコ
ミュニケーションは，キーボードを
「打って」視覚化しているのか？



SNSごとにコミュニケーションの在り
方，性格は違う
→「打ちことば」とは

「SNSでのやり取りに代表される，
インターネット上における文字（テキスト）での
コミュニケーションで使用される言語」

と一括して扱うのはまずいのでは…？？



少なくとも日本においては，SNS利用
時に主に使用される
スマートフォンでは「フリック入力」
が主流？？
→そもそも，キーボードなどを「打つ」ことに
よって視覚化される「打ちことば」と言えるの
か？？

→むしろ，「選びことば」というべき？？



再び，
『分かり合うための言語コミュニケーション（報告）』から…

｢打ち言葉」の特性に由来する独特
の表記も登場しています。「お k

（OK）」，「う p（up・アップ）」の
ようなローマ字入力の誤変換を起源
とするネット俗語的な表記がそれに
該当します。



再び，
『分かり合うための言語コミュニケーション（報告）』から…

「お k（OK）」，「う p（up・アッ

プ）」のようなローマ字入力の誤変
換を起源とするネット俗語的な表記
がそれに該当します。



再び，
『分かり合うための言語コミュニケーション（報告）』から…

しかし，この使用率は全体の１割を
切っているだけでなく，世代差も大
きなものとなっています



１．「打ちことば」・再考
―参考資料・根拠編―



 岡田祥平（印刷中）
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48.7% × ◯ ◯／△ ◯ × △ × ◯

「ツイート」 × △ － ×（／◯） ◯（／×） ◯ ◯ ◯

「リプライ」 × ◯ △／◯ ×（／◯） ◯（／×） ◯ ◯ ◯

「投稿」 × △ － ◯（／×） ◯（／×） △ × ◯

「返信」 × ◯ △／◯ ◯（／×） ◯（／×） △ × ◯

言語資料としての側面

33.2%

31.0%

利用率

　◯：　当てはまる
　△：　当てはまる
　　　　 場合もある
　×：　当てはまらない
　－：　該当せず

　（）内は非公開
　アカウントの場合

LINE

Twitter

Facebook



 『平成30年版 情報通信白書』 インターネット接続端末



 立命館大学6 学部568名の学生に対する調査



 長澤直子（2017）



NTTドコモ
「スマホお悩みサポートメニュー」内
「お悩みズバッと！
＞『スマホの文字入力方法は』に
ついてお答えします。」より
（http://nttdocomo.support-

menu.jp/answer/CQ001042000.html）

http://nttdocomo.support-menu.jp/answer/CQ001042000.html


 少し古いですが…
 ジャストシステムが運営するアンケートサービス
「Fastask」で2015年4月23日～30日に実施

 回答者は、同サービスのモニター会員のうち15歳～69歳の
1100人（5歳ごとに男女それぞれ50名ずつ）

 プライベートでスマートフォンを利用している648人のうち、
文字入力をフリック入力で行ってると回答したのは45.7％

（以上，https://internet.watch.impress.co.jp/docs/news/702105.html）

https://internet.watch.impress.co.jp/docs/news/702105.html


https://internet.wat

ch.impress.co.jp/d

ocs/news/702105.

html

https://internet.watch.impress.co.jp/docs/news/702105.html


「若者世代にも苦手意識アリ?! 
スマホのフリック入力ができない
大学生は約4割も！」

（2017年1月9日付・https://gakumado.mynavi.jp/gmd/articles/45336）

https://gakumado.mynavi.jp/gmd/articles/45336


遠藤諭（角川アスキー総合研究所）

「スマホの入力でも日本はガラパゴス、
世界は《ひと筆書き》入力が主流だ」

（2017年12月19日9時投稿・https://weekly.ascii.jp/elem/000/000/408/408974/）

https://weekly.ascii.jp/elem/000/000/408/408974/


２．Twitterに投稿される
日本語文章の性格



 『平成26年版 情報通信白書』の「用語解説」より

 2006年7月： アメリカでサービス開始
 2008年4月： 日本語版の利用が可能に
 日本語版Twitter公式アカウントのツイート（2017年10月26日

15時1分・https://twitter.com/TwitterJP/status/923671036758958080）

「日本での月間利用者数が4500万を超えました」

個々のユーザーが「ツイート」（tweet）と呼ばれる
140文字以内の「つぶやき」を投稿し，そのユーザー
をフォローしているユーザーが閲覧できるサービス

https://twitter.com/TwitterJP/status/923671036758958080


石黒圭（2014）

Twitterは「音声言語を文字化したもの」
荻野綱男（2017）

「ツイッターは話し言葉的書き言葉である」
「ツイッターは話し言葉的書き言葉を伝える
メディアである」

たしかにそのような側面はあるけれど…



（前略）ツイッターにおいては丁寧体
と普通体，情報発信と疑似独話が混
在しており，個人差も大きいことが
わかる。読み手もそういった事情を
承知のうえで読むことが求められて
おり，それに適応しているものと思
われる。



対話における独話のような表現は，聞き
手の存在しない完全な独話や心内発話と
は異なり，聞き手の存在を多少なりとも
意識していると考えられる場合が多い。
そういう発話を「疑似独話」と呼ぶ。



 「コミュニケーションの構造」の観点からTwitterへの投稿を
以下の五つに分類

(1) ツイート（28.8％）

(2) リプライ（27.9％）

(3) リツイート（19.7％）

(4) シェア（13.6％）

(5) bot（5.6％）

 カッコ内の％は，Twitterの投稿全体に占める各投稿の割合
（2015年8月の調査時点。詳細は岡田・西川2016を参照）

 分類に迷ったものも少なからず存在したので，カッコ内の％はあくまで
参考程度に…



 「コミュニケーションの構造」の観点からTwitterへ
の投稿を以下の五つに分類

(1) ツイート（28.8％）

(2) リプライ（27.9％）

(3) リツイート（19.7％）

(4) シェア（13.6％）

(5) bot（5.6％）

投稿者＝書き手

投稿者≠書き手



２．Twitterに投稿される
日本語文章の性格

「岡田・西川五分類」の具体例



 不特定多数が閲覧可能な独話的な投稿

https://twitter.com/maestro2807385

3/status/1029664022918922240

https://twitter.com/maestro28073853/status/1029664022918922240


 不特定多数が閲覧可能な独話的な投稿

https://twitter.com/kame3ikehara/stat

us/1099782013001785344

https://twitter.com/kame3ikehara/status/1099782013001785344


 不特定多数が閲覧可能な独話的な投稿

https://twitter.com/Tokyo_Symphony/status

/1048846902689587201

https://twitter.com/Tokyo_Symphony/status/1048846902689587201


 送信者が特定のTwitterユーザーに向けて書いた投稿

ツイート

リプライ

https://twitter.com/fujii_akira/status/1099274653367848961

https://twitter.com/fujii_akira/status/1099274653367848961


 送信者が特定のTwitterユーザーに向けて書いた投稿

リプライ

https://twitter.com/fujii_akira/status/1099274653367848961

https://twitter.com/fujii_akira/status/1099274653367848961


 送信者が特定のTwitterユーザーに向けて書いた投稿

リプライ

https://twitter.com/fujii_akira/status/1099274653367848961

https://twitter.com/fujii_akira/status/1099274653367848961


 他者が書いた投稿を送信者が引用し，再送信（転送）した投稿

https://twitter.com/namatahara

文章の元々の
書き手

投稿を
引用して
再送信した
人

https://twitter.com/namatahara


 他者が書いた投稿を送信者が引用し，再送信（転送）した投稿

https://twitter.com/namatahara

文章の元々の
書き手

投稿を
引用して
再送信した
人

https://twitter.com/namatahara


 アプリやwebページの機能などによって自動的に生成された，
特定サイトの紹介などの文章の投稿

http://news.livedoor.com/article/detail/15171446/

http://news.livedoor.com/article/detail/15171446/


 アプリやwebページの機能などによって自動的に生成された，
特定サイトの紹介などの文章の投稿

http://news.livedoor.com/article/detail/15171446/

http://news.livedoor.com/article/detail/15171446/


 アプリやwebページの機能などによって自動的に生成された，
特定サイトの紹介などの文章の投稿

http://news.livedoor.com/article/detail/15171446/



 アプリやwebページの機能などによって自動的に生成された，
特定サイトの紹介などの文章の投稿

http://news.livedoor.com/article/detail/15171446/



 「プログラムを使った自動
書き込み」（神田敏晶2009）のこと

https://twitter.com/bot48910460/status/1050232227789848576

https://twitter.com/bot48910460/status/1050232227789848576


 「プログラムを使った自動
書き込み」（神田敏晶2009）のこと

https://twitter.com/bot48910460/status/1050232227789848576

https://twitter.com/search?f=tweets&vertical=default&q=%E9%80%9

A%E7%9F%A5%E6%99%82%E8%A8%88bot%E3%81%8C%E5%

8D%88%E5%BE%8C12%E6%99%8250%E5%88%86%E3%82%9

2%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B%E3%81
%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82&src=typd

https://twitter.com/bot48910460/status/1050232227789848576
https://twitter.com/search?f=tweets&vertical=default&q=%E9%80%9A%E7%9F%A5%E6%99%82%E8%A8%88bot%E3%81%8C%E5%8D%88%E5%BE%8C12%E6%99%8250%E5%88%86%E3%82%92%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82&src=typd


 「プログラムを使った自動
書き込み」（神田敏晶2009）のこと

https://twitter.com/bot48910460/status/1050232227789848576

https://twitter.com/search?f=tweets&vertical=default&q=%E9%80%9

A%E7%9F%A5%E6%99%82%E8%A8%88bot%E3%81%8C%E5%

8D%88%E5%BE%8C12%E6%99%8250%E5%88%86%E3%82%9

2%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B%E3%81
%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82&src=typd

https://twitter.com/bot48910460/status/1050232227789848576
https://twitter.com/search?f=tweets&vertical=default&q=%E9%80%9A%E7%9F%A5%E6%99%82%E8%A8%88bot%E3%81%8C%E5%8D%88%E5%BE%8C12%E6%99%8250%E5%88%86%E3%82%92%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82&src=typd


 野田（2014）の「読み手意識の下位分類」（「読み手存在意識」「〈対＝読み手〉意識」

「〈親＝読み手〉意識」）を絡めた分類も可能／すべき
 「読み手意識の下位分類」は，発話／文章の進行において，ダイナミックに変動するかと…



３．まとめ
Twitterに関する

教材化の可能性と必要性を考える



 本パネルの「概要」には☝のような一節があるけど…

そもそも，「打てる」なのか？（「打つ」

という用語を「象徴的に」使用しているのであれば，ゴメ
ンナサイ…）



Twitterで情報発信をしたいと考えてい
る学習者がどの程度いるのか？
→（一定数いる場合）

どういう形，形式で情報発信をしたい
と考えている学習者が多いのか？？



 石黒圭（2014）「指示語に見るニュースの話し言葉性」石黒
圭・橋本行洋［編］『ひつじ研究叢書〈言語編〉第122巻 話し言葉
と書き言葉の接点』ひつじ書房

 岡田祥平（印刷中）「一語からはじめるSNSのことばの研究
―SNSの「特性」と先行研究から，その可能性を考える―」『日本語学』
第38巻第4号

 岡田祥平・西川由樹（2014）「日本語研究資料としての
Twitter―コミュニケーション構造の観点から―」『新潟大学教育学部
研究紀要 人文・社会科学編』第9巻第1号

 荻野綱男（2017）「新語の普及過程をツイッターで調べるに
は」『日本語学』第36巻第10号



 神田敏晶（2009）『Twitter革命』ソフトバンククリエイティ
ブ

 田中ゆかり（2014）「ヴァーチャル方言の3用法 「打ちこ
とば」を例にして」石黒圭・橋本行洋［編］『ひつじ研究叢書

〈言語編〉第122巻 話し言葉と書き言葉の接点』ひつじ書房
 長澤直子（2017）「大学生のスマートフォンとPCでの文字
入力方法―若者がPCよりもスマートフォンを好んで使用す
る理由の一考察―」『コンピュータ＆エデュケーション』
43巻

 野田春美（2014）「疑似独話と聞き手意識」石黒圭・橋本行
洋［編］『ひつじ研究叢書〈言語編〉第122巻 話し言葉と書き言葉
の接点』ひつじ書房



ありがとうございました！

なお，資料中のURLは
2019年2月25日に確認
しました。


